
【　認　定　校　園　】

専門教員の配置（※５） 当協会認定のイエナプラン研修修了生が３名以上在籍すること

うち最低１人は、日本イエナプラン教育専門教員資格を有した研究推進役とすること

外部評価の実施 ３年に一度、協会が作成した評価方法により、自己評価及び協会理事による外部評価を行うこと（※４）

保護者の参加  保護者の学校運営への参加の仕組みが公開されていること

原則の反映 コア・クオリティが学校の要となる公開情報（HP等）に明記されており、教育計画に反映されていること

【　研　究　推　進　校　園　】

原則の反映 ２０の原則が学校の要となる公開情報（HP等）に明記されており、教育計画に反映されていること

実践の共有 「毎年行われる全国大会への1名以上の職員派遣」（※３）と年に１回の実践報告書の提出を行うこと

異年齢学級  原則として異年齢学級について次のように取り組むこと

　 就学前教育・・・最低限、4歳児クラス以上は異年齢学級を採用すること

　 初等教育・・・・異年齢学級を採用すること（※２）

　 中等教育以上・・異年齢学級もしくはそれに準ずる仕組みを採用すること（※２）

継続研修 「イエナプランスクールとしての向上のため」（※１）、学校としてイエナプラン教育をテーマにした研修を継続的に行うこと

協会会員 日本イエナプラン教育協会の賛助会員（団体）であること（公立教育機関を除く）

【研究推進校園】 （※１）「イエナプランのコンセプトを活かすため」とする。

（※２）事情により困難な場合は、異年齢活動を積極的に行うこと。

（※３）協会が主催する他の学習会への参加をもってこれに代えることができる。

【認定校園】 （※４）自己評価については、毎年行うことを奨励する。

（※５）認定後にやむを得ない事情で本要件を満たすことができない状況が生じた場合には、

　　　　各種研修に参加する等により発生から２年以内に本要件を満たすよう努めること。


